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地球環境制約による資金需要

二酸化炭素削減
(4300億ドル)

適応
(75０~1000億ドル) 

追加資金需要
１０億ドル

将来
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途上国への資金供給可能性

資金需要 国際機関ODA 直接投資排出量
取引

民間金融 公的資金
（輸出金融など）

ファイナンスギャップ
⇒公的資金の触媒効果

 
で民間資金をmobilize
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国際排出量取引活用のための２つの課題

大量のクレジットの必要性

効率的な削減

CDMなど現行制度の改良 （セクター別のアプローチ）

二酸化炭素地下貯留 森林保全（REDD)

民間投資のインセンティブとしてのクレジット
リスク：

 
セクトラルクレジット＝途上国政府がクレジットを受け取る仕組み



２５％削減目標クレジット創出
メカニズム

推奨技術リスト

商業化 技術開発技術の普及

JBIC国際機関

途上国金融機関 民間金融機関

技術循環と資金循環

オフセット
クレジット

CO2
削減

資金供給資金供給

CO2
削減

資金供給
（インセンテイブ）

収益・配当

技術移転
（投資、ライセンス）

イニシアテイブ共有

日本・先進国途上国

再投資



技術テーブルの例
 

～

 
なぜ英語で？

 
～



●金融危機による当面の景気の落ち込みに対して、景気対策として、その「前倒し及び迅速な実施」
（ローマG7）に資するものであって、かつ、環境改善等の長期的なインフラ課題にも対応できる環境
投資を、JBICを活用して支援。

●アジアを中心とした途上国を対象に、途上国政府及び民間セクターを支援。
●アジア・環境ファシリティも活用。また、国際開発金融機関とも緊密に連携しつつ、民間資金も動員。
●期間は2年程度。資金規模は50億ドル程度。

アジアを中心とした途上国における環境投資への支援
【主要分野】
○環境負荷の少ない発電事業（太陽光・地熱・風力発電、高い熱効率の石炭火力発電所等）
○エネルギー効率化、省エネ案件（既存送配電網の高度化、鉄鋼・セメントの炉の近代化・余熱回収、

ESCO （Energy Service Company）支援等）

○水（上下水道、廃水処理、淡水化、造水事業等）
○都市交通ネットワーク（人口稠密地域におけるモーダルシフト（大量輸送手段への転換）案件等）

連携
（協調融資・情報交換等）

融資・出資

呼び水

J B I C

融資等 融資等

民間金融機関
国際開発金融機関

（ADB、世銀グループ等）

JBICを活用した環境投資支援イニシアティブ
“LIFE” (Leading Investment to Future Environment) Initiative by JBIC
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ＬＩＦＥの狙い

新しい資金メカニズムへの第一歩

狙い

１
 

民間資金の呼び水

膨大な資金需要には民間資金のmobilizeが不可欠

限界ある公的資金。

２
 

いい技術の特定化
技術の普及

De fact standard化の狙い

LIFEの狙い
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No 
. 国 事業名 融資・出資額 年月 備考

1 インド
石炭火力発電用高効率ボイラ石炭火力発電用高効率ボイラ

 ー・タービン製造（三菱重工）ー・タービン製造（三菱重工）

153.7百万ドル

（貸付）
2009年7月

2 UAE IWPP Project USD 1,111 
million 2009年10月

3 インド
石炭火力発電用高効率ボイラ石炭火力発電用高効率ボイラ

 ー・タービン製造（東芝）ー・タービン製造（東芝）

90百万ドル

（貸付）
2009年10月

4 アジア

（対象地域）
アジア省エネ環境ファンド

20百万ドル

（出資）
2009年11月 総額300百万

 ドル

LIFEの実績

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■LIFE第1号案件

○　融資承諾時期：2009年7月

○　融資承諾額：153.7百万米ドル限度 

○　融資形態：投資金融

○　借入人：三菱重工業及びインド総合重機メーカー最大手のラーセン・アンド・トウブロ（Larsen & Toubro Limited、略称：L&T）等が設立した合弁企業である、インド法人L&T-MHI Boilers Private Limited（略称：LTMB）及びL&T-MHI Turbine Generators Private Limited（略称：LTMT）

○　事業・資金使途：本事業は、三菱重工業から供与された最新の超臨界圧技術を駆使して、LTMB及びLTMTが、石炭火力発電用に高効率・高性能な発電用ボイラ及び蒸気タービンをインド・グジャラート州ハジラにおいて製造し、インド国内向けに販売するものであり、本融資は、そのために必要な生産設備の建設資金等



■LIFE第2号案件

○　融資承諾時期：2009年10月

○　融資承諾額：総額約11億1,100万米ドル 

○　融資形態：プロジェクトファイナンス

○　借入人：UAEアブダビ首長国法人ルワイス･パワー･カンパニー社 （RPC）

○　事業・資金使途：本プロジェクトは、丸紅株式会社が、フランスのGDFスエズ社の子会社であるスエズ・トラクテベル社及びアブダビ水･電力庁と共に設立したRPCが、同首長国首都アブダビの南西250kmに位置するシュワイハットにおいて、約1,507MWの天然ガス焚き複合火力発電所及び淡水化能力１億ガロン/日の造水設備を建設し、BOO方式*4にて25年間に亘りアブダビ水･電力会社（Abu Dhabi Water and Electricity Company)に売電･売水するものです。 



■LIFE第3号案件

○　融資承諾時期：2009年10月

○　融資承諾額：90百万米ドル 

○　融資形態：投資金融

○　借入人：東芝、インド法人JSW Energy Limited及び同国法人JSW Steel Limitedが設立した合弁企業である、インド法人Toshiba JSW Turbine and Generator Private Limited 

○　事業・資金使途：東芝が過半を出資するTJTGが、東芝が供与する最新の超臨界圧技術*3に基づく、高効率・高性能な発電用蒸気タービン・発電機をインド・タミルナド州チェンナイにおいて製造し、インド国内向けに販売するものであり、本融資は、その製造工場の建設資金等に利用されます。



■LIFE第4号案件

○　融資承諾時期：2009年10月

○　融資承諾額： JBICは当ファンドに対し20百万米ドルを出資する予定

○　融資形態：当ファンドは、80百万米ドルにて運営を開始するところ、JBIC以外の出資者としては、大和証券エスエムビーシープリンシパル・インベストメンツ株式会社（以下「大和SMBC PI」）等の金融機関や事業会社が参加します。なお、当ファンドは今後とも出資者を募り、最終的に300百万米ドルまで規模を拡大することを目標としています。 

○　事業・資金使途：当ファンドは、アジアにおける省エネ、再生可能エネルギー、水、廃棄物処理、交通システム等に関連した事業に主に投資を行うプライベート・エクイティ・ファンドです。例 
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